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その４ 解体調査から採取した下葺き材の物性評価 
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１．はじめに 
住宅の長寿命化に対する関心が高まり、木造住宅の屋

根下葺き材にも、長期にわたる高い耐久性が求められて

いる。本研究ではこれまでに屋根下葺き材の耐久性に関

して、加熱促進試験、屋外曝露試験 及び 解体物件調査

の結果を報告してきた。本報は｢木造住宅の屋根下葺き材

の耐久性評価に関する研究 その 3 解体調査から採取し

た下葺き材の調査結果｣において、採取した屋根下葺き材

（以下「下葺き材」と略す）を分析し、経年劣化の程度

を報告する。 

２．採取した下葺き材の評価方法 
本報では採取した下葺き材の中でサンプリング数の多

いｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 および複層基材ﾀｲﾌﾟ改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨ

ﾝｸﾞ下葺き材（以下｢複層基材改質ｱｽ下葺き材｣と略す）の

物性評価結果について報告する。 
物性評価は表 1 に示す試験項目について行い，初期性

能と比較して経年の劣化程度を把握した。 
各製品構成は表 2 に示した。 

表 1  試験項目 
試験項目 試験方法 

(1)単位質量 1 ㎡当りの製品質量を算出する。 

(2)厚さ 試験片の厚さを 0.01 ㎜まで測定する。 
(3) 引張性能 ｢JIS A 6022（ｽﾄﾚｯﾁｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞﾌｪﾙﾄ)｣に準

拠する。 
(4) 引裂性能 ｢*1ARK-04S(改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き材)｣に

準拠する。 
(5) 折り曲げ

性能 
｢ARK-04S(改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き材)｣に準

拠し，亀裂が生じ始める限界温度をみる。 

下

葺

き

材 
(6)釘穴シーリ

ング性 
｢ARK-04S(改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き材)｣に準

拠して行う。 
また，ｱｽﾌｧﾙﾄは比較的高温で軟化流動し，

釘穴周りをｼｰﾙする性能を持つ。この性能が

経年でも維持されているか確認するため 1)既

報の知見を活用し，採取した下葺き材を 70℃
×168hrs 加熱養生した試験体についても同様

の試験を行う(この試験はﾘﾝｸﾞ釘のみ実施）。 
(1)採取方法 試験片を劣化に至らない程度に加熱し，積層

されているｱｽﾌｧﾙﾄを採取する。 
＊採取の都合上，(2)針入度・(3)軟化点試験は

複層基材改質ｱｽ下葺き材のみ行った。 
(2)針入度 ｢JIS K 2207(石油ｱｽﾌｧﾙﾄ)｣に準拠する。 

ｱ ｽ

ﾌ ｧ

ﾙﾄ 

(3)軟化点 ｢JIS K 2207(石油ｱｽﾌｧﾙﾄ)｣に準拠する。 

表 2  下葺き材の構成 

名称と構成 厚さ 

A.ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 (JIS A 6005) 

1.0mm 

B. 複層基材改質ｱｽ下葺き材 

0.8mm 

３．採取した下葺き材の評価結果および考察 
3.1 各下葺き材の経年変化 

採取したｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 および複層基材改質ｱｽ下葺

き材の各試験項目の測定結果と経年数の関係を図 1～図 4
に示す。図中横軸の経年数０の値は，現在のそれぞれの

初期性能値とした。 
3.1.1 厚さ，単位面積質量 

測定値にバラツキがあるものの経年変化は確認できな

かった。殆どの場合，下葺き材上に砂塵または土埃が付

着しており，経年変化が確認できなかった要因の一つと

考えられる。 
3.1.2 引張性能，引裂性能，折り曲げ性能 

引張性能，引裂性能の経年変化については，主に基材

の種類が影響する性能である。原紙を基材としたｱｽﾌｧﾙﾄﾙ

ｰﾌｨﾝｸﾞ 940，合成繊維不織布を基材とした複層基材改質ｱｽ

下葺き材とも変化の違いはあるが，それぞれ経年での物

性低下がみられる。 
折り曲げ性については，主に使用するｱｽﾌｧﾙﾄの柔軟性

が影響する性能である。経年で亀裂を生じる限界温度が

高くなっていることから，ｱｽﾌｧﾙﾄ層の脆化が経年で進行

していると考えられる。 
3.1.3 釘穴シーリング性 

経年劣化した下葺き材に新たに釘を打つことは，現実

的ではないが，採取した下葺き材の止水性を相対的に図

る指標として釘穴シーリング性試験を行った。 
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 は，無処理・70℃×168hrs 加熱処理

とも，経年で漏水個数が増加傾向にあり，特に経年数 16
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年以降から多くなっている。 
一方，複層基材改質ｱｽ下葺き材は，ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940

に比べると無処理・70℃×168hrs 加熱処理とも少なく，

経年で漏水個数の増加傾向もみられない。さらに，無処

理時に漏水が確認された試験片も 70℃×168hrs 加熱処理

後には，漏水が確認されなかった。これは使用している

改質ｱｽﾌｧﾙﾄが，経年劣化しても軟化流動し，釘穴シーリ

ング性を保持しているものと推察される。 
ｽﾃｰﾌﾟﾙ釘については，ﾘﾝｸﾞ釘ほど経年変化は確認でき

なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙﾌｨﾝｸﾞ 940 と複層基材改質ｱｽ下葺き材の物性比較  

（■940 ■複層基材改質ｱｽ下葺材） 
 
 
 

 
 
 
 

図 2  釘穴シーリング性・・・ﾘﾝｸﾞ釘 
（■無処理 ■70℃×168hrs 加熱処理） 

 
 

 
 

 

 
 

図 3  釘穴シーリング性・・・ｽﾃｰﾌﾟﾙ釘 
（■無処理） 

3.1.4 針入度，軟化点（複層基材改質ｱｽ下葺き材） 

針入度は，経年により徐々に小さくなり、脆化が進行

しているものと推察される。 
軟化点は，経年数 20 年頃までは変化が見られず，27 年

の 1 点だけが測定限界値まで高くなっている。 
 
 
 
 
 
 

図 4  針入度・軟化点 

3.2 方位別・屋根材別による違い 

採取した方角または屋根材の材質・形状・施工法など

により，下葺き材が受ける熱や水分の影響が異なると考

えられる。そのため方角別・屋根材別に分類してみたが，

サンプリング数が少ない現状では，方角別・屋根材別に

よる劣化程度の違いは確認できなかった。今後サンプリ

ング数を増やして分析する必要がある。 
４．まとめと今後の展開 

本調査物件では実際漏水が確認された物件は少なかっ

たが，物性をみると初期性能値に比べて劣化が進行して

いることがわかった。 
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 940 と複層基材改質ｱｽ下葺き材を比較す

ると，図 2 釘穴シーリング性試験結果から明らかなよう

に，複層基材改質ｱｽ下葺き材が止水耐久性に優れている。 
ｱｽﾌｧﾙﾄは長期間高温に曝されると，徐々に脆化し，あ

る一定の状態になると軟化流動しなくなる。そのような

状態では釘穴周りをシールすることを期待できない。一

方，複層基材改質ｱｽ下葺き材で使用している改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

は，ｱｽﾌｧﾙﾄにｺﾞﾑ等の改質剤を添加したものである。ｱｽﾌｧ

ﾙﾄを改質することで長期間高温に曝された状況において

も，柔軟性を維持し，軟化流動するため，長期に渡って

釘穴シーリング性を維持していると推察された。 
現在まで 38 件調査したが，経年物件から採取した下葺

き材の耐久性に関する知見を得るには，まだまだサンプ

リングの絶対数が不足している。そのため今後も継続し

て調査し，実態を把握する必要がある。 
さらに本研究と併せて各種下葺き材の屋外曝露試験や

加熱促進試験を行い，物性変化の状況を把握し，実物件

との関係性について比較検討を進める。 
 

*1 ARK-04S(改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き材)とは,アスファルトルーフィング工業会が 2004 年

に制定した改質アスファルトルーフィング下葺材の規格名である。 
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